
資料ID 撮影時期

1 1988 昭和63 1 561 横浜港シンボルタワー ● ○

2 1988 昭和63 2 562 荷車のある風景（川崎市民家園） ● 4199204837 S.43/10 ○

3 1988 昭和63 3 563 水ぬるむ（横浜・万国橋） ●

4 1988 昭和63 4 564 花ぐもり〔土谷氏原題は「芽吹く」〕（横浜海岸教会） ● ○ ○

5 1988 昭和63 5 565 なつかしや銭湯（横須賀市・田浦） ●

6 1988 昭和63 6 566 夏近し（藤沢・片瀬川） ●

7 1988 昭和63 7 567 こんなお家あったかな（横浜市・野毛） ● 4199401435 S.46/5

8 1988 昭和63 8 568 涼気森森（南足柄・大雄山最乗寺） ● 4199405897 S.57/7 ○ ○

9 1988 昭和63 9 569 静かな漁港（平塚・須賀港） ● ○

10 1988 昭和63 10 570 初秋の湖畔（箱根・芦ノ湖） ● 4199401997 S.48/7 ○

11 1988 昭和63 11 571 60年の歳月（神奈川県庁　本庁舎） ● 4199406301 S.58/6 ○ ○

12 1988 昭和63 12 572 見納めの駅舎（横浜・桜木町駅） ● 4199205033 S.35/6 ○

13 1989 平成元 1 573 沈黙の証言（自然保護センター・神代杉） ●

14 1989 平成元 2 574 原生林（真鶴半島） ● 4199400295 S.43/11 ○

15 1989 平成元 3 575 時の流れと…（横浜・赤れんが倉庫） ● ○

16 1989 平成元 4 576 緑の茶畑（山北町） ● 4199203915 S.39か40?

17 1989 平成元 5 577 一遍上人ゆかりの無量光寺（相模原） ● ○ ○

18 1989 平成元 6 578 YES'89　神奈川県パビリオン「かながわ愛ランド」（横浜） ●

19 1989 平成元 7 579 秋谷（横須賀） ● 4199406616 S.44/4 ○

20 1989 平成元 8 580 真名瀬漁港（葉山） ●

21 1989 平成元 9 581 県立七沢森林公園（厚木市） ●

22 1989 平成元 10 582 涼風のしおさい公園（葉山町） ●

23 1989 平成元 11 583 噴煙晩秋（箱根・大涌谷） ● ○

24 1989 平成元 12 584 鐘楼暮色（川崎市・広福寺） ● ○

25 1990 平成2 1 585 春光さがみの海（茅ヶ崎海岸） ● 4199406566 S.45/12 ○

26 1990 平成2 2 586 夢かけるベイブリッジ（横浜） ●

27 1990 平成2 3 587 富士はるか七里ヶ浜（鎌倉） ● ○

28 1990 平成2 4 588 花ぐもり（小田原城址公園） ● 4199203604 S.36/1 ○

29 1990 平成2 5 589 新緑の大けやき（伊勢原） ● ○

30 1990 平成2 6 590 坂道のある街角（湯河原町） ● ○

31 1990 平成2 7 591 にぎわうともしびショップ（サーフ’９０藤沢会場） ● ○

32 1990 平成2 8 592 漁港の昼下がり（小田原・早川） ● ○

33 1990 平成2 9 593 夏過ぎぬ（葉山町小磯） ●

34 1990 平成2 10 594 いまは姿なく…（旧県立金沢文庫　横浜） ● ○ ○

35 1990 平成2 11 595 建物も国際化して（文教大学キャンパス　茅ヶ崎）

36 1990 平成2 12 596 切支丹の方舟（澤田美喜記念館　大磯） ● ○

37 1991 平成3 1 597 黎明湖水（津久井湖）

38 1991 平成3 2 598 ひなたぼっこ（大山茶湯寺　伊勢原市） ● ○ ○

39 1991 平成3 3 599 春を待つ（津久井郡・道志川）

40 1991 平成3 4 600 春の相模湾（大磯・高麗山より）

41 1991 平成3 5 601 海棠の花は咲く（安国論寺　鎌倉） ● ○

42 1991 平成3 6 602 惜しまれて店じまいのく〝赤い靴〟（県民ホール裏　横浜） ●
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令和６年度 収蔵資料展示

「神奈川の風景の記憶 －『月刊かながわ』表紙絵 土田邦彦原画展－」

表紙絵タイトルリスト

開催期間・前期：令和６(2024)年10月25日(金)から同年11月22日(金)まで
後期：令和６(2024)年11月24日(日)から同年12月22日(日)まで

（各々の表紙絵原画の展示期間は、リストの●で示しています。斜線のあるものは今回未展示）

神奈川県立公文書館1階展示室
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43 1991 平成3 7 603 山懐の湖（丹沢湖　山北）

44 1991 平成3 8 604 蒼い湖面（相模湖　津久井郡） ● ○

45 1991 平成3 9 605 モダンな美術館（平塚市美術館　平塚） ● ○ ○

46 1991 平成3 10 606 紅く映える湖面（奥相模湖　津久井郡）

47 1991 平成3 11 607 紅葉二木（陣馬山高原　津久井郡）

48 1991 平成3 12 608 県立宮ヶ瀬ビジターセンター（清川村）

49 1992 平成4 1 609 初冬の泉の森公園（大和市） ● ○

50 1992 平成4 2 610 枯野（四十八瀬川　秦野） ● ○

51 1992 平成4 3 611 みなとみらい　さん橋（横浜） ● ○

52 1992 平成4 4 612 足柄大橋からの富士（大井町） ● ○

53 1992 平成4 5 613 初夏の白い道（中川　山北）

54 1992 平成4 6 614 緑とかやぶき屋根（秋谷　横須賀）

55 1992 平成4 7 615 夏きたる（鐙摺　葉山）

56 1992 平成4 8 616 夏の城ヶ島（三崎町　三浦） ● ○

57 1992 平成4 9 617 夏去る海辺（秋谷海岸　横須賀）

58 1992 平成4 10 618 カリンの果のなる街路樹（桜本町　川崎） ● ○

59 1992 平成4 11 619 グリーンウェーブ相模原'92会場

60 1992 平成4 12 620 塔のある風景（よこはまリバーサイドとつかホーム　横浜）

61 1993 平成5 1 621 かながわサイエンスパーク（坂戸　川崎）

62 1993 平成5 2 622 取り残されたようなクラシックな建物（横浜銀行本店　横浜）

63 1993 平成5 3 623 早春（秋谷　横須賀）

64 1993 平成5 4 624 無人駅の桜（ＪＲ谷峨駅　山北） ● ○

65 1993 平成5 5 625 五月の風（国府津の海岸　小田原）

66 1993 平成5 6 626 蔵と火の見やぐらの見える風景（下曽我　小田原） ● ○

67 1993 平成5 7 627 帰港（三崎港　三浦）

68 1993 平成5 8 628 吾妻山公園展望（吾妻山公園　二宮） ● ○

69 1993 平成5 9 629 川崎市市民ミュージアム（等々力　川崎） ● ○ ○

70 1993 平成5 10 630 湖水の釣り人（震生湖　秦野） ● ○

71 1993 平成5 11 631 紅葉藤野

72 1993 平成5 12 632 大磯町郷土資料館（大磯城山公園）

73 1994 平成6 1 633 かながわアートホール（横浜・保土ヶ谷区花見台）

74 1994 平成6 2 634 富士と梅林（小田原市曽我地区） ● ○

75 1994 平成6 3 635 ホスピス　ピース・ハウス（足柄上郡中井町井ノ口）

76 1994 平成6 4 636 県立公文書館（横浜市旭区中尾町） ● ●複製

77 未発表 水道記念館（高座郡寒川町）

78 未発表 サイロのある風景（県畜産試験場・海老名市本郷）

79 未発表 水鳥の池（県立座間谷戸山公園・座間市入谷） ○

80 未発表 相模川（厚木駅下車） ○

81 未発表 勝楽寺山門（愛川町田代） ○
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※１ 当リストの「タイトル（ロケーション）」は、基本的に『月刊かながわ』での表記に基づきます。
※２ 本展示では、表紙絵原画に加えて、下記を展示しております。

① 県広報課撮影写真（昭和28年から同54年までのネガフィルムとプリントを当館にて保存）
② 現地の近況写真（近年の状況を当館職員が撮影した写真）
③ 「記憶の中の風景（描かれた風景にまつわる思い出）」投稿文＜文責在投稿者＞
④ 土田邦彦氏関連資料（エッセイ、ポスター、略歴、肖像写真、等）

※３ 別会場（閲覧室内）にて、関連図書(『月刊かながわ』合本製本版、土田邦彦氏の著作物等)の閲覧ができます。
※４ なお、『月刊かながわ』表紙絵原画の資料IDは、8202400＋タイトルNo.の2桁の10桁コードになります

（例えば、タイトルNo.が76の原画の資料IDは8202400076です）
但し、閲覧は実物資料ではなく、デジタル画像になります（近日中に館内でのみ閲覧可となる予定）。


